
 

 

 

 

２０１９年９月２日発行 

 

 子どもたちは夏の思い出と共に一回り大きくなり、一段とたくましくなり元気に毎

日遊んでいます。 

新年度に入ってから半年近くが過ぎ、あっという間にもう９月です。 

９月もまだまだ残暑厳しく暑い日が続きそうです。さくら組以上児は１０月の運動会 

に向けて練習に取り組みます。しっかりと水分補給を行い、休息を取り無理のない保 

育を行っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イートンだより ちゅうりっぷ組 

 

日に日に出来ることが増え、大きくなっている姿が見られるちゅうりっぷ組

さん。寝返りからハイハイへ、ハイハイからあっという間につかまり立ちや伝

い歩きをするようになり、一人で立って歩けるようになっている子が増えてき

ています。そんな日々の成長の発見をとても嬉しく感じます。活動範囲が広く

なって自分の行きたいところへ嬉しそうに進んだり、好きな玩具を見つけては、

じっくり遊ぶことが出来るようになっています。 

夏は水遊びや感触遊びをたくさんすることで、体全体で色々な素材に触れる

経験をし、感触を楽しむことが出来ました。初めは何をするのか不安で躊躇し

ていても、保育士や友だちが遊ぶ姿を見ると安心して遊ぶ姿も見られました。 

まだ暑い日は続きますが、体を動かして遊んだり、一人ひとりの成長に合わ

せた遊びをして楽しく過ごしていけたらと思います。 

 

ばら組 

 

 

                        

 

ばら組さんは真夏の暑さに負けず、元気いっぱい水遊びやシャワーを楽

しみました。最初は怖がっていた子どもも徐々に慣れてきて、今では顔に

水がかかってもへっちゃらな子どもたちです。 

シャワーの後の着脱では、自分でズボンや服を着ようとする姿が見られ

るようになってきました。手伝って欲しい時には「せんせい、して」や「て

(手伝って)」と言葉や身振りで教えてくれる姿が増えてきました。着脱を

始め、身の回りの事に興味を持ち保育士との言葉のやりとりを楽しみなが

ら頑張っています。 

一人ひとりのペースに合わせて声かけをしていき、子どもたちの達成感

や自信に繋げていきたいと思います。 

 

※戸外遊びが始まるのでサイズの合った履きやすい靴をお願いします。 

※持ち物全てに名前の記入をお願いします。 

※ビーチバックの中にタオル、着替え一式を入れて持って来てください。 

 朝の準備は今まで通りです。 

お願い・お知らせ 
・９月１６日は敬老の日です。園児は大好きな祖父母の方に手作り絵はがきをプ 

レゼントする予定です。また、９月１２日（木）（さくら組以下）９月１３日

（金）（たんぽぽ組以上）は保育園にて「お月見敬老お招き会」を予定していま 

す。駐車場につきましては、ご協力をお願いいたします。 

・１０月より開始されます保育料無償化につきましては、岡山市から手紙が配布 

 される予定です。園からの徴収（給食費等）につきましては、後日別紙手紙に 

てお知らせいたします。 

・４．５歳児対象（園児のみ）に遠足を１１月初旬に予定しています。詳しくは、 

決定次第お知らせいたします。 

・９月は、シャワーをしますので、ビーチバックの中にタオル・着替え一式を 

 入れて持って来てください。 

朝の登降園パネルでシャワーのチェックをお願いします。 

 

９月１日は防災の日 
なぜ９月１日が防災の日なの？ 

 

１９２３年の９月１日に発生した関東大震災を忘れずに、災害に備えましょうとの事で 

１９６０年に制定されました。 

近年は無慈非にもどこかしらの地域で地震や火事などの自然災害に見舞われています。 

だからこそ、今一度「防災」について深く考えてみてはいかがでしょうか？ 

 

 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さくら組 

 

 

 

＜さくら１組＞ 

・おしゃべりがとっても上手になってきたさくら１組さん。朝の会でお休みの日に何をし 

たかを聞くと「水族館行った」「盆踊りした」「おばあちゃんのお家に行った」などみんな

の前に出て話すことができています。また、お友だちと「これ貸して」「いいよ」「一緒に 

遊ぼう」などとっても楽しそうにお話をしています。おうちでも保育園のことやお友だち

のことなどをお話ししてみてください。 

＜さくら２組＞ 

・水遊びの用意がずいぶんと早くなり「早く行きたい」といつも楽しそうにしているさく

ら２組さん。毎日の水遊びでは、水鉄砲やペットボトルシャワーで上手に遊ぶことができ

ています。また、「パプリカ」の歌や踊りが大好きで、ブロックをマイクに見立ててコン

サートが始まることがあります。マイクのおもちゃを出すと大喜びで音楽にのり楽しく歌

ったり踊ったりしています。 

＜さくら３組＞ 

・言葉の数が増え友だちや保育士とのやりとりを楽しむ姿が多く見られています。遊びの

中でも「かして」「どうぞ」「ありがとう」を発することができるようになってきました。 

 水遊びでは水に触れ夏ならではの遊びをしっかり楽しみました。絵の具や氷など様々な

素材を使った感触遊びを経験し大満足のさくら３組さんです。９月は体を動かす運動遊び

を多く取り入れ元気いっぱい楽しく過ごしていきたいです。 

※ビーチバックの中にタオル、着替え一式を入れて持って来てください。 

 朝の準備は今まで通りです。 

＜たんぽぽ１組＞ 

・たんぽぽ組になりもうすぐ半年。最初は自分の好きな遊びを見つけて一人遊びをしている

子も多くいましたが、少しずつ友だちとの関わりも増え、一緒に遊ぶことの楽しさを感じる

ことが出来るようになってきたようです。またどんな言葉で伝えていいのか戸惑ったり、上

手くやりとりができずトラブルになったりすることもありますが、保育士に見守られながら

自分の言葉で気持ちを伝えようとする場面も多く見られるようになってきました。これから

は友だちとみんなで同じことをする楽しさを味わうことが出来るよう簡単なルールのある

遊びや運動会に向けての活動に取り組んでいきたいと思います。 

＜たんぽぽ２組＞ 
・友だちの名前をすっかり覚え名前を呼び合って遊んだり、会話をしたりと楽しく過ごせて

います。遊びの中で嫌なことがあっても言葉で言えなかったり、自分の思いが通らなかった

りしてトラブルになることも増えてきました。自分の思いも言いながら、友だちの言葉にも

耳を傾けられるようにしていきたいです。 

＜たんぽぽ３組＞ 
・４月から 5 ヶ月ｚが過ぎ、始めは泣いて自分の意見を伝えようとすることが多かったで

すが、今では言葉で自分の気持ちを伝えることが出来始めています。友だちとも「一緒に〇

〇しよう」や「次は〇〇するんよ」等と友だち同士で遊んだり、教え合ったりしています。 

※プール、水遊びの準備等のご協力ありがとうございました。シャワーは汗をかいた

時などには引き続きするのでプールバックの準備やロッカーの中の補充はこまめに

お願いします。 

＜すみれ１組＞ 

・自分の身の回りのことをすすんでしようとすることが増えてきて、脱いだ衣服を

綺麗に畳んだり、トイレのスリッパを揃えるなど意識してできるようになってきて

います。また、遊びや活動の中で時間を意識して行動したり「長い針が○○になっ

たら片づけだよ」と友だちに教える姿も見られるようになってきました。 

・プール遊びでは、少しだけ顔つけが出来るようになったり、足をしっかり伸ばし

てワニ歩きが出来るようになったりとできることが増え、自信がついているようで

す。運動遊びやリズム運動なども真剣に取り組む姿が見られています。動きを止め

るところ、動くところなど意識してしっかり取り組めるように進めていきたいで

す。 

 

＜すみれ２組＞ 

・プール遊びに泥・水遊びと夏ならではの遊びを満喫できた子どもたち。初めは顔

に水がかかったり、泥が体についたりすることを嫌がっていましたが、今ではダイ

ナミックに遊ぶことができるようになりました。 

・猛暑で外に出られない日は涼しい室内で集団遊びをしたり、体操を踊ったりして

楽しみながら体を動かしています。 

・運動会に向けて外でリレーをしたり、鉄棒や巧技台を使った運動遊びをしたりし

ようと思います。しっかりと汗をかいたときにはシャワーをしますので引き続き着

替えとタオルの用意をよろしくお願いします。 

 

あじさい組 
・保育園最後の夏。天気のいい日にプールや水遊び、泥んこ遊びを全身で楽しんだ子どもたち。

水や泥に親しみ、気持ちよさや感触を味わいながら、友だちと一緒に遊びを工夫し、考えなが

ら遊ぶ姿が見られました。プールでは、顔付けやバタ足以外に蹴伸びやふし浮きにも挑戦し、

友だちから刺激を受け自分なりに「やってみよう」の気持が膨らみました。できるようになる

ことが嬉しくて、何度も挑戦している姿が見られました。泥んこでは、水を運ぶ子、穴を掘る

子、つなげる子など、それぞれが役割を果たし一つの遊びに発展していました。色水遊びでは、

色の混ざる様子やどの色を混ぜたら何色になるのかを発見しながら、配分を考えきれいな色の

ジュース作りが盛り上がりました。 

・夏と言えばお化け屋敷ということで、子どもたちと一緒にお化け屋敷を作ることにしました。

「お化けってどんなの？」と尋ねると子どもたちからお化けのイメージがどんどん出てきまし

た。子どもたちが中心となって、材料を集めたり、廃材を使って作ったり…夢中になって準備

を進める姿がありました。他のクラスを招待して、お化け屋敷のスタート。お化けになりきっ

ておどかしたり、小さいクラスの子が来ると怖がらないようにお面を外して優しく声をかけた

りといろいろな姿を見ることができました。何より、自分たちで最初から最後まで考えたお化

け屋敷はとても楽しく、充実した活動になったようでした。 

活動を通して、お互いに刺激を受けながら協力したり、励ましたり、認め合ったりして一つ

の活動に取り組むことができました。みんなで協力することのおもしろさ、やり遂げることの

嬉しさを味わい、いい思い出になったと感じています。 

 

 

 

 

  


